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lこ関する研究を行なったもので，序論，第 1 編 4 章，第 2 編 3 章，ならびに結論と総括よりなっ
ている。
序論では，研究の意義，目的を明らかにし本研究の特徴について述べている。
第 1 編は，今までに知られている芳香族ピニノレ化合物のうち最大の芳香環を持つ 3 ービ、ニノレピ
レンの合成と， その重合性の検討を目的としている。第 1 章では， ピレンー 3 ーアノレデヒドに








第 4 章では， 3 ーヒ、ニノレピレンはその大きな π 電子系側鎖の故にリビング末端が安定化し重
合性がとぼしいと考えられるにもかかわらず，モノマーを昇華精製することにより， 3 ーピニノレ
ピレンのリビングアニオン重合を行なうという興味ある結果を得ており， 将来，大きな π 電子
系を持った芳香族ピニノレ化合物のリビング重合への可能性を示し得たことを述べている。













ーの電荷移動錯体の合成， 電導性の研究， 結晶性， 溶液物性などについて貴重な知見を得てい
る。
以上の研究により， r大きな π 電子系をもっビニノレポリマー」の合成の可能性を開拓した乙
と，ならびに，かかるポリマーが特殊な物性を示すことを明らかにしたことは，高分子化学なら
びに有機半導体分野の発展に寄与するところが大であり，またそれらの利用を通じて工学的寄与
も大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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